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1. はじめに 

近年，Web 上の情報検索によって多くの情報

が収集される．それらの情報は有益無益が混在

し，量が多いため，取捨選択が必要とされる場

面が増加している．そのため，予め取捨選択が

行われ，情報が分類・体系化されているポータ

ルサイトが増加している． 

 各ポータルサイトは，それぞれ異なる目的を

持つが，共通の課題として，利用者を確保する

必要があり，そのために運営者は様々な作業を

継続的に行うことが重要である． 

 本研究は，ポータルサイトの運営支援を目的

に掲げ，「閲覧数の増加」「コンテンツ数の増

加」「運営者の負荷軽減」を行う仕組みを提案

し，運営に必要な作業に対して支援するための

ポータルサイト運営支援システム（以下，提案

システム）を構築する．提案システムを既存の

ポータルサイトに導入・運用することで有効性

を検証する． 

 

2. ポータルサイトの運営に必要な作業 

2.1 作業の要求 

利用者を確保するために運営者が行う作業 1)は

「収集」「分類」「提示」「フィードバック」

の 4 つに整理できる．これらの各作業は表 1 の

様な要求が存在している． 

2.2 要求に対する支援 

 各作業の要求に対して表 1 の支援目的を掲げ，

次の手法を提案する．収集の作業に対しては，

リンク集の作成支援を目的とし，信頼性が高く 2)，

且つポータルサイトのテーマに一致した Web サ

イト・ページを自動収集する．テーマとは対象

地域と対象分野の 2 軸で考える．分類の作業に

対しては，リンク集の自動分類を目的として，

文書分類を用いて運営者の意思を反映させたカ

テゴリ分類を行う．提示の作業に対しては，利

用者の検索目的に合わせた情報提示を目的とそ 

 

 

 

 

表 1 運営者が行う作業に対する要求と支援目的 

 
れに基づいて情報推薦を行う．フィードバック

の作業に対しては，運営者が作成するコンテン

ツの増加を目的として，運営者に対して流行し

ている話題などを提示する． 

各手法のロジックについては検証実験を行い，

各作業の要求を満たしている事を確認した． 

 

3. ポータルサイト運営支援システムの構築 

これらの手法をサブシステムに持つ提案シス

テムの構築を行う（図 1）．以下に各サブシステ

ムの処理と対象者が行う作業について示す． 

(1) 収集サブシステム 

 運営者は，ポータルサイトのテーマである対

象地域を示す地域名，対象分野を示すキーワー

ドを設定する．このサブシステムは設定された

テーマに一致した Web サイト・Web ページを自

動的に収集し，運営者に対して提示する．運営

者はそれらに対して公開の判断を行う． 

(2) 分類サブシステム 

運営者はカテゴリを設定する．このサブシス

テムは，設定されたカテゴリの学習文書を Web

上から取得することで，分類ルールの作成を可

能とする．この分類ルールを基に収集サブシス

テムで収集された Web ページを分類し，運営者

に対して提示する．運営者はシステムによる分

類が適切でないと判断すれば再分類を行う． 

(3) 提示サブシステム 

 利用者がリンク集を閲覧することで，プロフ

ァイルが作成され，そのプロファイルに基づい

て，利用者の検索目的に一致すると思われる

Web ページを提示する．プロファイルは利用者

がリンク集を閲覧するたびに更新される． 

(4) フィードバックサブシステム 

収集サブシステムで収集された Web ページに

対して時系列分析を行い，ある一定期間内で出 

作業 要求 支援目的

テーマに一致した情報収集

リンク集・独自コンテンツの増加

更新頻度の増加

多くの情報とカテゴリの一致
利用者が検索しやすいカテゴリの整理

提示 利用者の検索目的に合わせた提示
個人プロファイルの作成と利用による
情報推薦

フィードバック 利用者のニーズを反映した意思決定 時系列分析による話題の提示

収集

分類
適合フィードバックを持った文書分類
によるWebページの自動分類

公的サイトを起点としたクローリングに
よるリンク集の作成
Webページの内容によるポータルサイ
トのテーマに一致した選別
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図 1 ポータルサイト運営支援システムの構成図 

現回数が高い単語を話題のキーワードとして運

営者に対して提示する．運営者はそれを基に取

材対象の決定や記事作成などの意思決定を行う． 

 

4. ポータルサイトへのシステム導入と運用 

提案システムを既存のポータルサイトへ導入

し，運用によって得られるデータから有効性を

示す．導入を行ったポータルサイトは「岩手県

私立幼稚園ポータルサイト」であり，保護者や

地域住民を対象とし，岩手県の各幼稚園のおた

よりやイベントなどの情報を一元管理し，配信

している．また，テーマは対象地域「岩手県」

対象分野「子育て」である．提案システムの運

用は 2012 年 8月から行なっている． 

4.1 ポータルサイトに及ぼす影響 

 アクセスログを用いてシステムを導入しなか

った場合のアクセス数の予測と実績の比較を行

う．2009 年 3月から 2012 年 7月のデータを用い

て ARIMAモデルによって 2012 年 8～12 月の予

測を行った．図 2に結果を示す．予測値より実

績値が増加していることが読み取れ，また，増

加傾向があることが分かる．これにより，提案

システムを導入したことによって，アクセス数

が増加したことが考えられる． 

4.2 運営者の負荷とコンテンツの増加 

 収集サブシステムと分類サブシステムに対し

て運営者が行う作業の負荷とコンテンツの増加

について述べる． 

(1) 収集サブシステム 

 運営者が行う 1 日の作業時間と収集・更新ペ

ージ数の月の平均を以下に示す． 

 1 日の作業量（秒）：109.838 

 収集・更新ページ数の月平均：50.25 

1 日に約 2 分の作業を行うことで月約 50 件のペ

ージの更新・収集が可能であることがわかった． 

(2) 分類サブシステム 

 分類サブシステムによって自動分類された

Webページに対しての分類精度を F値で示し，  

 
図 2 訪問数の予測値と実績値 

表 2 作業負荷と分類精度 

 
運営者が誤分類を修正した割合を作業負荷とし

て表 2 に示す．このサブシステムは分類すべき

Web ページに対して約 4 割弱の再分類を行うこ

とによって利用が可能である． 

 

5. 汎用性に関する考察 

 提案システムはテーマの設定やカテゴリの設

定を運営者の意思に基づいて行う事で，様々な

ポータルサイトへ利用可能である． 

運用から得られた知見として，リンク集の有

無や対象者が明確にされているかなど，提案シ

ステムを導入できる条件について明らかになっ

た．また収集された Web ページをポータルサイ

トが持っている機能と連携するなど，ポータル

サイトの特性に合わせた利用方法が考えられる． 

 

6. おわりに 

 本研究ではポータルサイトの運営に必要な作業

について明らかにし，各作業の支援を行う手法

について提案した．手法に基づいて提案システ

ムの構築を行い，既存のポータルサイトに導

入・運用を行い有効性について明らかにした． 

 今後の課題として，様々なポータルサイトに

導入し，他のポータルサイトへの有効性，汎用

性について検証する必要がある． 
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